
この冊子は、コミックス「咲-Saki-」の手牌を考察する本の第二段になります。

2014年の冬コミで、「咲 -Saki-」の全国大会準決勝次鋒戦における郝慧宇の手作り

を考察する冊子を作ったのですが、今回はその決勝戦バージョンになります。

決勝戦の次鋒戦は、21 巻から始まり、22巻の途中で終了しておりますが、21 巻内に

は郝慧宇の手牌が判る描写がなかったため、22巻のみ参考にしました。

なお、この冊子では中国麻雀でなく「中国麻将」と呼ばせていただきます。
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●おことわり

その1： 麻雀を知っている人向けです。中国麻将を知っているとさらに楽しめます。

その2： 漫画の中で確認できる状況（手牌、捨牌）が限定されるため、考察には

予想と想像と創作を元に展開しております。

その3： 打ち筋や捨牌選択については、個人の感覚に基づいたものですので、

一般的ではない可能性があります。

その4：この冊子では、株式会社スクエア・エニックス様発行のコミックス

「咲-Saki- 22巻」から場面・内容を引用しております。

その5： この冊子はコミケ終了後一定期間後に、ホームページで公開予定です。

以上、ご了承下さい。
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■『国際公式ルール麻雀（国際麻将・中国麻将）解説』おまけ本

咲-Saki- 22巻の郝慧宇の手などを考察してみる



■郝慧宇の手牌一覧

まずは、作品中に登場した郝慧宇の手牌と、中国麻将のメイン役を紹介します。

全ての役を含めた詳しい解説と打ち筋については、あとのページで行います。

次鋒戦前半戦の席順は以下の通り

起家： 阿知賀 松実宥

南家： 清澄 染谷まこ

西家： 白糸台 弘世菫

北家： 臨海 郝慧宇

・8ページ（東二局1 本場）

kkmmmeeexxxaa （三暗刻・三色三節高の聴牌）

・42ページ（東四局）

fg赤ghhjjkww... ツモh （一色三歩高）

・44ページ（東四局1 本場）

erttyucvbfggh ロンg （三色三歩高、全帯五）

・112ページ（南二局）

rrvvvss hHh iiI ロンs （全双刻）

・115ページ（南三局）

rtyvvbbnnfggh ツモg （全中、全帯五、三色三同順）

・119ページ（南四局）

xcvnm,sshkrty ロンj （1 ～2点役の複合（8点）の和了）

・128ページ（南四局1 本場）

vvvvbnghhhrty ツモf （全中、三色三同順）

・132ページ（南四局2本場）

ccasdgh ooO 55% ロンj （中国麻将では和了点数不足）
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次鋒戦後半戦の席順は以下の通り

起家： 白糸台 弘世菫

南家： 阿知賀 松実宥

西家： 臨海 郝慧宇

北家： 清澄 染谷まこ

・169ページ（東二局）

手牌詳細不明、場風（東）のみで1000点のロン上がりと思われる

・177ページ（東四局）

asdfgjklert,, （高め清竜の聴牌）

・187ページ（南一局1 本場）

uiooojkllllm. ツモ, （三色三同順、全大）

・196ページ（南四局）

手牌詳細不明、役牌（発）を含んだ和了と思われる

以上となりますが、12巻の準決勝時と比べて聴牌や和了シーンが多くなっています。

ただしながら、中国麻将を意識した特徴的である捨牌選択の描写は12巻の方が丁寧

に描かれており、22巻では手牌の最終形が中国麻将役を含む形になっているだけ、といっ

た印象でした。

郝慧宇の手牌や捨牌も多く描写されていますが、中国麻将を意識して一般的な捨牌選

択を行わなかったと考えられる判る場面は、119ページの和了のみになります。
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■郝慧宇の各手牌の解説

●8ページ（東二局1 本場）

染谷まこが、断幺を確定させるaを切らずに上がりきった局です。

もし、aをロン上がりできていた場合は、対々和・三暗刻・ドラ 2の跳満でした。

中国麻将では、以下の役になります。

三暗刻：16点

三色三節高（3色で１つずれの刻子）：8点

碰碰和（対々和）：6点

門前清（門前聴牌のロン上がり）：２点

幺九刻（オタ風や１・９牌の刻子）：１点 計33点

ツモアガリであれば、四暗刻（64点役）になります。四暗刻・三色三節高・不求人（門前ツ

モ・4点）で76点役です。aツモだと幺九刻もつき、77点役です。

●42ページ（東四局）

役無し三門張（dhl待ち）をツモ上がりする場面です。

役は、門前自摸和、ドラ2、赤 1。符跳ねして親の満貫、4000オールです。

中国麻将では以下の役になります。

一色三歩高（同色で1 つずれ、または2つずれの3組の順子）：16点

不求人（門前自摸和）：4点

幺九刻（オタ風や１・９牌の刻子）：1 点

无字（字牌無し）：1 点 計22点

なお、dや lでは、ツモ上がりでも中国麻将でも点数不足で上がれません。

役は、不求人（4点）、无字（1 点）、幺九刻（1 点）、連六（数字が連続する2組の順子、1

点）で、7点しかなく、中国麻将の和了条件の8点に足りません。

hなら、出上がりもできますが、不求人が門前清になり役の点数が2点下がります。
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●44ページ（東四局1 本場）

郝慧宇が弘世菫から出上がり。

親の断幺ドラ 1で3900は4200の和了となった場面です。

中国麻将では以下の役になります。

全帯五（4面子と雀頭に5を含む手）：16点

三色三歩高（3色で1つずつずれた順子）：6点

平和（数牌の順子と雀頭だけの手）：2点

門前清（門前聴牌のロン上がり）：2点

喜相逢（いわゆる二色同順）：1 点

坎張（カンチャン待ち、単調将：単騎待ちでも可）：１点 計28点

●112ページ（南二局）

郝慧宇が松実宥から出上がり、断幺・対々和の3900点を和了した場面です。

中国麻将では以下の役となります。他の複合役はありません。

全双刻（2468の数牌のみによる対々和）：24点 計24点

●115ページ（南三局）

日本麻雀では、門前自摸和・三色同順・一盃口・断幺・ドラ１の跳満の手です。

中国麻将では以下の役となります。

全中（数牌の４，５，６のみを使った手）：24点

全帯五（4面子と雀頭に5を含む手）：16点

三色三同順（三色同順）：8点

不求人（門前自摸和）：4点

断幺（日本麻雀の断幺と同じ）：2点

平和（数牌の順子と雀頭だけの手）：2点

一般高（日本麻雀の一盃口）：１点

坎張（カンチャン待ち、単調将：単騎待ちでも可）：１点 計58点
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●119ページ（南四局）

郝慧宇がオーラスの親番で、弘世菫から断幺の2000点をロン上がりします。

一部の中国麻将が判る界隈で話題となった捨牌選択と和了が描かれました。

まず上がった形から。中国麻将では以下の役になります。

平和（数牌の順子と雀頭だけの手）：2点

門前清（門前聴牌のロン上がり）：2点

断幺（日本麻雀の断幺と同じ）：2点

喜相逢（いわゆる、二色同順）：1 点

坎張（カンチャン待ち）：１点 計8点

直前のxcvnm,ssghrtyの聴牌からkツモでgを捨てていました。

平和の両面待ちからカンチャン待ちに受けを変えています。

日本麻雀的には1 飜下げて待ち牌も少なくしています。

作中では弘世菫が、この待ち換えについて中国麻将の平和の条件や喜相逢（二色同順）

に言及していましたので、中国麻将をよく知っていない読者は、中国麻雀的にはより高い

役がつくような手牌選択をしたよう感じたでしょう。

しかしながら、実際には手替えをしない方が中国麻将の打ち方です。

kツモ切りで形であれば、jで三色三歩高でした。中国麻将の重要な役のひとつです。

この場合の手牌と役は以下の通りです。

三色三歩高（3色で1つずつずれた順子）：6点

平和（数牌の順子と雀頭だけの手）：2点

門前清（門前聴牌のロン上がり）：2点

断幺（日本麻雀の断幺と同じ）：2点 計12点

中国麻将の打ち方とすれば、出上がりよりツモ上がりの場合が点数的にも有利なので、

できるだけ待ちを広くする傾向があります。

よって、中国麻将の重要役を拒否し、更に待ちを悪くするような打ち方は、中国麻将でも

考えにくいところです。
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また、fをツモした場合ですが、これは中国麻将ルールでも和了できます。

中国麻将の役は以下になります。

不求人（門前自摸和）：4点

平和（数牌の順子と雀頭だけの手）：2点

断幺（日本麻雀の断幺と同じ）：2点

喜相逢（いわゆる、二色同順）：1 点 計9点

なお、fの出上がりでは、中国麻将ルールでは点数不足で和了できません。

さて、ここからは、なぜ郝慧宇は中国麻将の重要な役「三色三歩高」を避け、待ちを狭め

たカンチャンに受けたのか考察してみます。

まず前提ですが、郝慧宇は中国麻将の和了形を含んだ形で上がることを重視していると

いうことです。中国麻将的には和了できない手も上がっていますが、中国麻将の和了形を

意識することで自分にとって有利な状況にしていることは間違いないでしょう。

実際に直前の南二局、南三局は連続して中国麻将役を含んだ上がりをしています。

オーラスの親番でもこの流れを手放したくないと思っていたはずです。

問題なるのは、両面待ちで聴牌して他家がfを捨てたときを考慮したと予想します。

もちろん、日本麻雀ルールならfでもjでも和了でき、役に差はありません。

しかし中国麻将で考えると役の合計点数が不足しており、出上がりできません。

他家の捨てたfは見逃し、jが出るのを待つ、もしくはツモ上がりを狙うことも考えら

れますが、fが捨てられた同順にjが出れば、フリテンで上がりを逃すことも考えられま
す。

そのように考えて、和了牌が出れば中国麻将的にも和了できる聴牌形である、カンチャ

ン待ちにしたというように考えられそうです。

郝慧宇であれば、高めをさくっとツモってきそうな気もしますが、場的にその猶予が厳し

い状況だったのかも知れません。

以上が考えた理由としてはかなり苦しいですね。

しかし、これくらいこじつけないと納得できる理由を思いつけませんでした。
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●128ページ（南四局1 本場）

松実宥と弘世菫の二軒リーチを交わして、6100オールを和了した場面です。

前局の打ち回しがこの手牌につながったのでしょうかね。

中国麻将では以下の役になります。

全中（数牌の4～6のみの手）：24点

三色三同順（三色同順）：8点

不求人（門前自摸和）：4点

四帰一（カンでない同牌4枚使い）：2点

无字（字牌無し）：1 点 計39点

中国麻将的にも大物手です。全中はかなり難しい手だと思います。

ちなみにド安めのjツモなら、不求人・断幺・四帰一・喜相逢・无字で、10点です。

●132ページ（南四局2本場）

オーラス2本場で、2100点のノミ手です。中国麻将では点数不足です。

中国麻将では以下の役になります。

箭刻（三元牌の刻子）：2点

幺九刻（オタ風や１・９牌の刻子）：１点 計3点

8点縛りの中国麻将的には、全く点数がたりない手です。

とはいえ、ここまできていて中国麻将役を狙わないはずはありません。

直前の二順前の捨牌はz、直前は3です。

ここから考えると、五門斉（索子・萬子・筒子・風牌・三元牌を全て使った手、6点）や、全

帯幺（混全帯幺九、4点）を目指していたが、手がそちらには進まず、役牌のみの聴牌に取っ

たのかも知れません。

単に早上がりで、親の連荘と2本付けを狙いにいったのかも知れませんが。
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ここからは次鋒戦後半戦になります。

●169ページ（東二局）

手牌の詳細が書かれていませんが、場風（東）のみで1000点のロン上がりです。

副露牌が東の刻子と索子の順子2面子（Jkl、Dsf）で、和了牌は筒子のようです。

この条件から、中国麻将の和了形は考えにくいです。

元々狙っていた手役があるとすると、混一色等からの手変わりと思われます。

●177ページ（東四局）

染谷まこが他家の聴牌をかいくぐって上がる局で、郝慧宇が聴牌していた手です。

中国麻将的には、hで清龍（一気通貫、16点）となる聴牌です。

なお、dツモなら中国麻将的にも和了できますが、d出上がりでは点数不足になります。

●187ページ（南一局1 本場）

ツモ、純チャン、三色同順の跳満ツモの手です。

中国麻将では以下の役になります。

全大（数牌の7～9のみの手）：24点

三色三同順（三色同順）：8点

全帯幺（混全帯幺九）：4点 （中国麻将では、純全帯幺九相当の役はなし）

不求人（門前自摸和）：4点

四帰一（カンでない同牌4枚使い）：2点

无字（字牌無し）：1 点

幺九刻（オタ風や１・９牌の刻子）：１点

坎張（カンチャン待ち）：1 点 計45点

●196ページ（南四局）

状況から、北家の郝慧宇が和了して局と半荘が終了している用です。

点数状況から満貫ツモと予想されます。また、副露牌が役牌（6）と索子の順子（Sad）

なので、ドラ（2）含みの手か、役牌や索子の混一色が絡んだ手と予想されます。

9

asdfgjklert,, （聴牌）

uiooojkllllm. ツモ,



■他人の和了を中国麻将で考えてみた

ここからは、22巻で他の面子が和了した手を中国麻雀で考えるとどのような役や点数

になるか調べてみました。中国麻将役の後ろの括弧内に役の点数を記載しています。

中国麻将は、和了に8点の縛りがあるので、7点以下の手は中国麻将では上がれない

手になります。また、中国麻将にない「ドラ」や「赤ドラ」、「リーチ」などは無視しています。

まずは、次鋒戦前半戦（の途中）から。

●7ページ 染谷まこ tyuvbnm,asdkk ツモ c

不求人(4)、平和(2)、連六(1) 計7点

●15ページ 弘世菫 zxcbnmasdhheq ロンw

三色三同順(8)、門前清(2)、平和(2)、坎張(1) 計 13点

●20ページ 弘世菫 22555vb Try Qqq ロンc

箭刻(2)、缺一門(2)、幺九刻(1) 計5点

●32ページ 染谷まこ vbn66gj Xzc 4$4 ツモ h

門風刻(2)、缺一門(2)、連六(1)、自摸(1)、坎張(1) 計7点

●48ページ 松実宥 tyubbbnmghj77 ツモ 7

三色三同順(8)、不求人(4)、箭刻(2) 計 14点

●64ページ 松実宥 bbnnmmertyugg ツモ t

全帯五(16)、不求人(4)、平和(2)、一般高(1) 計23点

●90ページ 松実宥 wertyuiiibbgh ツモ j

不求人(4)、断幺(2)、連六(1)、喜相逢(1) 計8点

●100ページ 弘世菫 qweuizxcaafgh ツモ y

不求人(4)、平和(2)、喜相逢(1) 計7点

●140ページ 弘世菫 ddkkrtyxcv Jjj ロンk

断幺(2)、无字(1) 計3点
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以上が次鋒戦前半戦。

これ以外に、郝慧宇の上がりが8回あり、和了は全部で16回。

うち、中国麻将的にも和了できる形は10回でした。

郝慧宇以外で中国麻将の高めの役を上がったのは松実宥でした。

南一局で「全帯五」という難しめの手を自摸和了しています。

赤い牌として赤ドラがあるルールだと、松実宥なら得意にできそうな役ですね。

では、次鋒戦後半戦について。

●166ページ 染谷まこ asddfghhjl 6&6 ツモ k

混一色(6)、箭刻(2)、自摸(1)、老少副（1）、坎張（1） 計 11 点

●171 ページ 弘世菫 sdfffrtynn 5%5 ロンf

箭刻(2)、四帰一(2)、 計4点

※手牌の nnは、mm かもしれませんが、役と点数に違いなし

●182ページ 染谷まこ zvvssddffhh66 ツモ z

七対(24)、不求人(4)、缺一門(1) 計29点

●184ページ 弘世菫 手牌不明

●186ページ 弘世菫 qqll.66772244 ロン.

混幺九(32)、七対(24)、五門斉（6） 計62点

●192ページ 染谷まこ 66dfhhh Sdf kKk ツモ s

緑一色(64)、混一色(8)、自摸(1)、一般高(1) 計74点

●195ページ 松実宥 手牌不明

※点数状況的にここで跳満をツモっていると考えられます

後半戦は、郝慧宇が4回上がっているので、和了数は計11 回でした。

郝慧宇以外が和了した中国麻将らしい役は、弘世菫の「五門斉（萬子・索子・筒子・風牌・

三元牌を含んだ手）」くらいではなかったでしょうか？
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■あとがき

こんにちは、まいさんと申します。

このたびは、当サークルの本を手に取っていただきありがとうございます。

久しぶりのコミケ、新刊は7年ぶりに「咲」の郝慧宇に関する本になります。

前回が準決勝で今回が決勝、しかも前回はコミックス発売1 年後に仕立てたので、実際

には準決勝から決勝まで連載が8年ほどかかっていることに。

「咲」は連載や進行が遅いというのは有名でしたが、思った以上にスローペースですね。

実際には途中に5位決定戦などを挟んでいるから、準決と決勝が連続した展開ではな

いのですが。

私としては、2年ぶりのコミケでちょうどいいネタができたなという印象です。

なお、メインの国際麻将（中国麻将）本は、在庫が切れるまで新刊無しかなも。

今年の春に、公式（http://www.mindmahjong.com）のルールブックが改訂され

ていたのですが、見た感じでは改定はなく、言語ごとにページを分けたくらいの変更しかな

いようでした。

それでなくとも、最近はあまり国際麻将の動きが見えない状況です。

次の新刊を作るとなると、同様な国際麻将のルール本なのか、別の中国麻将関連の本な

のか、それとも全く別ジャンルの本になるのか、判らないですね。

それでは、機会がありましたら次のコミケでお会いしましょう。

奥付 『国際公式ルール麻雀（国際麻将・中国麻将）解説』おまけ本

咲-Saki- 22巻 の郝慧宇の手などを考察してみる
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